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 終章では本論文の成果をまとめ、今後の課題を提示した。                                                                 
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 
（１）論文の特徴 
 本論文の特徴は次の三点である。第一には、荘園制の形成と展開について、立荘論を相
対化して、荘園現地の住人の動向から論じる構えをとった点である。立荘論とは 2000 年前
後より中世荘園研究の主流となった議論であり、中世荘園制の形成について、従来のよう
な現地の開発者による「下から」の寄進を重視する理解ではなく、王権・貴族層によって
「上から」設定する「立荘」手続きを重視する議論である。本論文が、禅定寺荘を素材に
して、山野紛争を発端とする立荘や領域確定の過程について解明したことは、現地の生活
実態と中央との相互作用から荘園制成立を考えようとする新たな視点を提示するものであ
り、立荘論のその先を目指したものであるといえる。 
第二には、荘園故地における現地調査や近世の地誌や近代の地籍簿などの活用によって、
近世から中世に遡った景観復原を行った点である。中世前期の荘園現地の実情を知りえる
文献史料には限界があるが、現地調査や故老からの聞き取りを踏まえて、文献史料の分析
と組み合わせた手法を用いている。遠江国浜名神戸における水利灌漑の様相を復原し、先
行研究よりも早い時期（鎌倉後期）に、近世につながる中世集落の形成を想定するととも
に、それが荘官・名主の一族の入植によって実現したことを明らかにした。 
第三には、荘園領主と住人とを結ぶ宗教的イデオロギーを考える手がかりとして、荘園
鎮守・祈祷所の存在に注目した点である。住人の寄進行為や荘園領主による新たな祈祷所
の設定という現象を取り上げて、13 世紀後半における荘園支配の再編成の動きを明らかに
したことは、浜名神戸の支配構造を復原した第三章の成果とあわせて、鎌倉後期における
伊勢神宮領の研究としても新たな視点を提示したといえる。 
 
（２）論文の評価 
 本論文は平安期における荘園制の形成のみならず、鎌倉期において如何に荘園制が再編
成されていくかという問題まで論じるものである。鎌倉期における荘園制再編の背景にあ
る荘園現地の住人層の動向に注目することで、荘園の領域が変遷する様相を描き出した。
この点で、院政期における立荘という荘園設立の手続きの時点で政治的背景の分析に終始
しがちな立荘論を相対化する成果ともいえる。扱っている事例が、禅定寺荘と浜名神戸と
いう特定の荘園に限られているが、個別荘園研究という手法によって、ある程度のスパン
で、荘園領域の変動の問題を論じた点はメリットであるともいえる。 
また、丹念な荘園現地調査を踏まえて、後世のものも含めて数少ない文字資料と組み合
わせて、中世の住人層の具体的な姿を跡付けた点は高く評価される。地域の伝統的な景観
が大きく変容し、かつての姿を知る古老も少なくなりつつある現在、特に遠江国浜名神戸
の故地における聞き取りとその記録は、単に本論文の史料として利用されるだけではなく、
地域社会の記録保存そのものでもあり、社会的にも意義のある仕事であるといえる。 
